
2011年度・神戸女学院大学女性学インスティチュート・連続セミナー 
 

 
 

 

 

★当インスティチュートは昨年設立25周年を迎え、＜ジェンダー＞をキーワードに、2000年度

より連続セミナーを年１回開講してまいりました。「ジェンダーと社会」、「ジェンダーと

家族」、「アジアの女性とジェンダー」、「デュエット～男女の共演～」、「文学に描かれ

た女性」、「ジェンダーとセクシュアリティ」、「戦後60年の女性の歩み」、「移民･女

性・グローバリゼーション」「女性における食と健康」、「女性と子どもの人身売買」、そ

して2010年度は「女性学の25年」をテーマに取り上げました。 

★開講12年目となる2011年度は、新たな試みとして学生を主体とし、「アジア・アフリカに学

ぶ神戸女学院生」をキーワードに、連続セミナーを開催致します。多数のご参加お待ちして

おります。 

 

日  程 2011年6月10日（金）・17日（金） & 11月4日（金）・11日（金） 

14:00～15:30［90分］ 

会  場 神戸女学院大学 ジュリア・ダッドレー記念館104教室（１Ｆ） 

［JD-104］ 

受講資格 一般成人･学生（＊原則全４回出席できること。） 

今年度は6月と11月に2回ずつですので、どちらか2回でも結構です。 

受 講 料 無料 

申し込み 要。往復ハガキに①氏名(ふりがな)②住所③郵便番号④電話番号

をご記入の上、下記までお申し込み下さい。なお、返信ハガキ宛

先には、あらかじめ郵便番号・住所・お名前をお書きください。 

6月または11月のどちらか2回出席の場合は、その旨お書き添えく

ださい。 

電話・メール等でのお申込み受付は致しておりません。 

【定員】５０名：先着順 

【締切】2011年5月24日(火)［必着］ 

なお、本学学生はインスティチュートまで直接申し込んでくだ

さい。 

そ の 他 ３回以上の出席者には修了証を発行いたします。 

 

【会場への交通機関：阪急今津線「門戸厄神」駅下車、西へ徒歩約１５分】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問 い合わせ 先 

お 申 し 込 み 先 

神戸女学院大学女性学インスティチュート 

〒662-8505 西宮市岡田山４－１［ＪＤ館３F］ 

TEL:(0798)51-8545  FAX:(0798)51-8527 

URL http://www.kobe-c.ac.jp/gender/ 

＜連続セミナーの内容については裏面をご覧ください。＞ 

 



 
神戸女学院大学 女性学インスティチュート主催 

 

＜2011年度＞連続セミナー｢アジア・アフリカに学ぶ神戸女学院生｣（全４回） 
 

会場：ジュリア・ダッドレー記念館１階 ＪＤ－１０４教室 

 

 日 時 講義タイトル･報告者 内 容 

 

 

第

１ 

回 

 

 

6 月 10 日

（金） 

 

14:00 

～15:30 

 

「エチオピア体験学習での
学び、そして今－子ども
の教育と女性の生活を中
心に－」 

 

神戸女学院中高部 

職員 石井 亜紀子 

 

京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究 

研究科学生 南 佳枝 
 

神戸女学院大学文学部総合文化学科 

       准教授 金田 知子  
  

 

貧困や飢餓というイメージが付きまとう

アフリカの国、エチオピアでの海外体験学

習プログラムを2008年に実施しました。 

神戸女学院生が、エチオピアの人々や現

地で活動する日本人たちと出会い、何を感

じ学んだのか。 

本セミナーでは、エチオピアの子どもの

教育と女性の日常生活というテーマを中心

にお話しをします。 

 

 

第

２ 

回 

 

 

6 月 17 日

（金） 

 

14:00 

～15:30 

 

「住居建築ボランティア－ 
 アジアからの学び－」 

 

海外住居建築ボランティアサークル 

Harapan House 部員 
 

現地での活動に参加した本学学生 

 

 神戸女学院大学文学部総合文化学科 

専任講師 北川 将之 
 

 

劣悪な住環境にある人々への支援活動と

して、家屋を建てて個別に提供する取り組

みを行っているＮＧＯ団体があります。こ

の住居建築ボランティアは、世界100ヶ国

で、毎年実施されています。 

今回は、アジア諸国で住居建築活動を行

った本学学生が、その経験を通して学んだ

ことをお話しします。 

 

 

 

第

３ 

回 

 

 

 

11 月 4 日

（金） 

 

14:00 

～15:30 

 

「私たちは『慰安婦』問題を  
どう考えるか」 

 

 

 

 

神戸女学院大学文学部総合文化学科 

       石川 康宏ゼミ学生 

 

 神戸女学院大学文学部総合文化学科 

教授 石川 康宏 

 

かつての戦争で日本軍と政府は、戦場の

兵士の性欲処理のために朝鮮・中国はじめ

広範なアジアの軍事支配地域の女性を「慰

安婦」としました。現在、国連はじめ国際

社会はこれを日本軍「性奴隷」と呼び、日

本政府に問題への誠実な対応と解決を繰り

返し求めています。 

この講義では、日本軍「慰安婦」問題に

ついての学びの成果を、東京の各種歴史資

料館の訪問や韓国「ナヌムの家」訪問の報

告を通じて学生自身が紹介します。 

 

 

 

第

４ 

回 

 

 

 

11 月 11 日

（金） 

 

14:00 

～15:30 

 

「インド体験学習で学ぶ」 
 

 

神戸女学院大学文学部総合文化学科 

       北川 将之ゼミ学生 
 

神戸女学院大学文学部総合文化学科 

専任講師 北川 将之 

 

 

インド・バンガロールでの体験学習を通

して、急速に発展を遂げつつあるインド社

会の光と影を考えます。貧困に立ち向かう

女性、多国籍企業で働く女性など、現地の

人々との対話から学びます。 

ストリートチルドレンの保護、農村の貧

困女性の経済的自立活動、日系企業の現場

を訪れて、そこで感じ取ったことを報告し

ます。 

 

 


